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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 
授業研究 (Lesson study) は、日本の教師が専門性を高めるために、「授業」を対象とした相互
研鑽を行う場として、長年実施されてきた。Teaching Gap (Stigler & Hiebert，1999) を機に世界
的に注目を浴び、近年多数の国で導入されている(ICME2016, Mathematics Lesson Study around 
the World)。しかし実態は、決められた手順による形式的な実施にとどまり、専門性の向上や授業
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において、教科内容知識の多寡が、生徒の実態把握や教授法の考察、授業改善につながっていく様
相が明らかにされ、形成的アセスメント・リテラシーにおいて、Cグループは生徒の誤答に気づく
ことができず、Bグループは生徒のつまずきを授業に生かそうとする様相が観察された。本研究の
成果として以下の三点があげられる。(1)授業研究を改善する能力として教師の「アセスメント・リ
テラシー」を顕在化させ、その概念枠組みを構成した。(2)（1）に基づく調査で三グループの授業
研究の様相を明らかにした、(3)(1)、(2)を通じて文脈性を意識した授業研究の実施及び改善の可能
性を示したことである。 
主要な質疑応答は、文脈性とその位置づけ、アセスメント・リテラシーの概念枠組みモデル、デ
ータ分析及び解釈についてである。それらの質問および指摘に対して、申請者は審査会でおおよそ
回答したが、タイトル、概念枠組みモデル、文脈に関してさらに軽微な修正意見が出された。それ
らに対して、7月31日に修正校が再提出され、審査委員会は十分に修正がなされたことを確認した。 
以上より、本研究は授業研究の改善について新たな視点から取り組むことを提案し、調査によって
その改善の可能性を具体的に示したという点で、学位請求論文としての独創性を有し、審査員全員
が学位請求に相当する内容の論文であると認め、合格と判定した。なお、その骨子は公刊済みであ
る。 
 
